
令和７年 4 月 1７日実施 全国学力・学習状況調査  【小学校 理科】 松山市の調査結果の概要 

１ 理科について 

全国と松山市の調査結果を比較すると、平均正答率は全国とほぼ同じ状況でした。 

  また、学習指導要領に示されている、「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の領域や「知

識・技能」「思考・判断・表現」の評価の観点、「選択式」「短答式」「記述式」の問題形式ご

との平均正答率についても全国とほぼ同じ状況でした。 

   

２ 分析結果から特徴が見られた問題 

３ 考察 

  ３(3)(4)は、発芽の条件について調べる方法を考えながら問題を解決できるかをみる問題

です。 

  (3)については、松山市の正答率は全国の正答率を大きく上回っており、実験を行う際に大

切な条件制御の考え方が身に付いている児童が多いようです。一方、(4)はヘチマの種子での

実験結果をもとにレタスの発芽を試みた際に、予想したような結果にならなかったことから

どのような気付きが得られるかを問う問題です。松山市の正答率は全国の正答率をやや下回

っており、誤答の内訳としては、条件①については記述できているが、条件②の疑問を示す

趣旨で記述できていないものや無解答の割合が全国に比べて多くなっていました。 

 

４ これからの学習にあたって 

  児童質問調査の結果から「理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていない

か振り返って考えていますか」という質問に肯定的に回答した児童のほうが、理科の正答率

が高いという傾向が見られました。日々の授業で観察・実験を行う際には、結果について予

想するとともに、予想したような結果が得らなかったときには、振り返りにおいて、計画や

手順についても考えることで、新たな気付きを得たり学びを深めたりすることができると思

われます。 

３  ３  

３ (4) 正答の条件  

以下の①、②の全てを記述している。 

①条件から、日光または肥料について、

１つ選んで記述している。 

②レタスの発芽に関し、疑問を示す趣旨 

で記述している。 

全国の正答率 28.1% 

松山市の正答率 

「全国の正答率をやや下回る」 

３ (3) 正答 １、２（順不同） 

全国の正答率 62.0% 

松山市の正答率 

「全国の正答率を大きく上回る」 


